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1 Project Head Startとその慮立
1. Head Sta.rtの.
H路年夏から全霞的IC開始された貧困・文化的に恵ま
れぬ子どものための保育対策は， Head 5tart， Pro伶ct
Head 5也rt，Head 5tart Programなどといわれてい
る。しかもそれは，アメリカの単に数育界だけでなく，
11広く社会の伝題となっているようである。Head5旬rt
とは，どういう意味であるか。わが国においても，昨年
からζの Projectの簡単な紹介が二・三会にされたが，
いずれも訳をせず，原語のまま用いている。 Head5tart 
という跨は.あまり耳慣れないが， r先発，第一スター
ト， 優先Jというほどの意味であろう。乙のような話を
用いた鐙由は，それが第一着手であり，貧困により子ど
もがハンディ キ ャップを受~ぬうちに，その能力を伸ば
そうと意図した，教育の2基礎をなす幼児教育対策である
乙とを袋現したと解される。そしてζの Head 5tart 
Program 1ま， G邦基金によりr.邦経済徴金局」と 「
耳障邦教育局Jが負包し展開する。Communitylevelの
新らしい幼児教育運動である.わが国の教育社会にとっ
ても，それを究窃するζとは，必要であると考える。
2. Project Head Startの成立過程
世界一の宮強を誇るアメリカも.対外的にはベトナム
破事ftlζ.対内的には，黒人を中心とした貧困問題に，全
〈手をやいている。ジョンソン前大統領は，就任の翌66
年の予算数寄において，忽大型予算案を鍵示し，ベトナ
ム戦争といわゆる 「偉大な社会J(Great蹴 iety)建設
の両国を完遂する積極的態度を袋明した。そして後者の
ためには.保健，労働，福祉，教育などにカを注ぎ，と
くに老人医療保護，貧乏追放，学校教育補助へ多額に支
出する ζとを定めた。 ζの貧乏追放と学校教育補助と
は，密後な関連をもっ。というのは「鐙かさのなかの貧
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図J (Poverty amid Plenty) の「貧乏追欽闘争J
(AntトpovertyWar)を進める焦点の一つには，学校
教育がある。そζには，多数の黒人子弟を含めて.貧児
がいて放任されているからである。
そのような対策として，すでにケネディ一時代の“lf.
IC， E∞nornic op凹rtunityAct f)巧~Iとされ，ついで
ジョンソン時代の飴年当初IC，画期的な%1r初等・中等
教育法J(Elementary and 5舵ondaryEduα針。nAct) 
が制定された。乙の両法により聯邦養金ICよって， r学
校と教育手段のたえざる奨励」策を進めるととになり.
同教育法には.聯邦益金交付の対象錐策として，つぎの
お 5項を定めている。すなわち但)低収入地域における教
育的IC.恵まれぬ子どもに対する Programの強化.(b)図
書館の資料，教科書，その他の教育教材の増加.(c)補助
的な教育センターと教育サービスの運営， ω協力調査・
研究の領域の拡大，伶}州教育局の強化。乙の第1項の具
体化によって，聯邦基金13{J庫ドルのうち.10億6百万ド
ルで.5-17才約500万人の年間収入2千 ドル以下の家
族の教育要求を充すζとにしたのである。 ζの意図の有
力纏策が，実KHead 5tart Program (以下H.5.P. 
と略す)なのである。しかも貧国 ・文化的に恵まれぬ子
どもの教育要求を充す方法は，子どものためと子どもを
熟知する人41ζ託された。 したがってH.5.P.1主、山
・Childcenterd'という乙とができ，同時にまた，たと
え喰邦基金によるにしても， 地方独自な Programの実
施を要請している点で.Community centerdといわれ
ている。
かようにして金図的規績で組織化されたH.5.P.li.
予算9千6百万ドルで筋年の夏に発足した。 9月入学に
そなえた8週間の短期コー スと 1年間コースからなり，
約2.5∞か所で.5才児または4才児の貧困 ・文化的に
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恵まれぬ子を収容保育した。それは，黒人と移民の子多
数を含む約53万人iζ淫した。つぎの66年には.3億5千
万ドルの予算で，夏期コース55万人， 年間コース19万人
を保育し.67年までに，各州で約150万人.3.∞0か所で
実施された。ジョンソン前大統領も.67年2月の 「アメリ
カ河少年lζ関する教書Jにおいて，幼児教育の振興をそ
のト 7プにかかげ.H. S. P.の拡充強化を主蝦した。
なおその前年iζ彼は，学齢低下日 4才就学を縫案したと
伝えられ，わが国教育界へも衝撃を与えたζとは，同知
のとおりである。
1 幼児教育の機会均等の要求とその根鎚
l 幼児教育の機会均等の要求
教育の機会均等は，かつては庶民階級の主として中等
教育段階への要求であったが，今や幼児教育の段附へと
低下した。なぜなら6>r就学前2年のよき教育は， 子ど
もの性格に生涯のいかなる時期の教育よりも，深く影響
を及lますjからである。 Kindergartenがひじように発
達しているアメリカでも. 5才児の57.37ぢと4才児の8.
5%が在閲しているにすぎない。 さらに5才児で. Oay 
nurseriesやNurserysch∞lに出席しているものを合わ
せても. 5才児の705彰程度が保育を受けているにすぎぬ
と推定される。その残りの20%以上は，貧困児か文化的
lC窓まれず，昔話視放置されている子どもたちである。そ
して彼らの家庭は，働く母貌が多く，父毅がなかったり，
生活水準も教育水準も低く，貧困で，彼らに対する家庭
の保護的 ・社会化機能も，ほとんど期待しえない。その
まま彼らが小学校へ入学するならば，いわゆる遅滞児や
問題児となり，非行lζさえ主主りかねない傾きをもっ。乙
のような彼らのハンデイキャップを，たとえ短期間であ
っても，集団保育により除去しなければならない。乙ζ
IC Head Start Program発動の直接的動機と背景がみ
られる。
NEA (全国教脊協会)とAASA(アメリカ学校行
政者協会)の7>教育政策委員会(EPC)も，つぎのような決
議をした。すなわち幼児教育の機会均等の要請に益づき，
5才児のすべてと貧困 ・文化的に恵まれぬすべての4才
児IC対しては，公教育を施すべきであると。それに対し
H.S.P.IC怠画した児童心理学者8>Or. E. Ziglerは，
さらに積極的lζ教育効果の上から. 3才児を包含すべし
と主張している。現在も3才児が5千人参加したが 2
万人への拡充が予定されているという。いずれにしても
H.S.P.の実施によって，恵まれぬ家庭の子どもも，
就学の際のスタートをある程度まで一般児とそろえるζ
とが，今や可能となった。要するにHeadStart Program 
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ヘッド ・スタートの子ども(1968) (ニュー ・バルツ)
により，幼児の教育機会の均等がある程度まで促進さ
れ，貧乏追放となり，同時IC小学校教育の内容の向上も
期待されうるにちがいない。
2. 機会均等の要求の科学的板拠
制 F.M. Hechinger (ニュー ヨー ク ・タイムスの教育
編集主幹) は，その論ff~ 'Passport to Equality'にお
いて，山Or.B. S. Bloomの著.Stability and Change in 
Human Characteristcs (1964)のつぎのような研究を
引用して， 幼年JtIlにおける教育の後会均等の必要性の論
拠としている。すなわち Bl∞mの仮説によると，文化
的{ζ;広まれた環境IC生活する子どもと長期にわたりスラ
ム街など懇い環境にある子どもの影響差は. 1 Q20点に
およぶと。そしてその20.点は. 0-4才で10点差. 4-
8才が6点差.8-17才が4点差であるとする。 1>Or.
J. W. Getzelsも，乙の研究を確認し，幼年期の蕊要性と
環境の変化が，同一児をして低い能力から高い能力へと
移行させうる，と主張した。さらに貧困 ・文化的に恵ま
れぬ幼児の物的環境の改善， 自信の磁~.しつけ，言語
や技能の改善などを目標にした均等な保育の必要性を
強調している。そしてそれらを.Head Start Program 
の必要性についてのー科学的根拠とする。また12>C. 
M. O. Rilleyなどによると.H. S. P.のねらいは，つ
ぎの4項である。 すなわち(a)健康と栄長.(b)福祉.(C)教
育的単備.(dl両綴教育。
][ Head Start Prograrn (H. S. P. )の実践
とその成果
1. H.S.P.の組織と実践
実施の鐘設としては，地方の小学校，保育所，教会，
集会所などを ChildOevelopment Centerとして，そ
の書官室や広場を利用し，教員ICは，小学校や幼稚園の教
員，保母， 学生 (アルバイトとして効手)などが担当し，
それへ医者， 栄美土. Socialworker. 心理学者や教育
学者などが実際に協力する。
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未資格者iζ対しては，あらかじめ訓練を行っている。
保育料その他も無料で，保育期間は，前ir述べたように
短期と長期コ スーがある。貧困な文化的に疎外された幼
児たちのうちには，新鮮な築物，クレヨン，人形や絵本，
ラジオ J 13)室内トイ レさえも知らず，知能的Iζ暦年紛
より 1年以上おくれているものも，決して少なくない。
彼らをよい環境におき，楽しい経験を与え，保健に留意
し，情操と言語と社会性の発達に手を差しのべ，形式的
・知的訓練は，従とする。カ リキュラムに子どもを合わ
せるのでなく，各児lζ合わせながら金生活の指導を行
い，能力の展開，態度の養成. Motivationと価値観の
変革をめざしているのである。 1日の保育時間は.3-
数時間であり，最初I主教師1人対幼児15人であった。そ
して個別指導と給食にもじゅうぶん配慮する。
時間配当の一例(DeltaSigma Theta) 
8 : 3ト 9:∞ |親が同伴する子ども登関
1.個人的な後拶 2.親と非公式な話
合い 3.非公式な遊び 4.非公式な
食事 5.検診
9 :∞-9 : 10 Iノマス通闘児の登函
1.駐車場で迎える 2.挨拶・子ども
に名札をつける 3.検診 4.ζの
登園児を非公式な活動へ入れる
9 : 10ー 10:∞ |計画された小グループ活動一室内
10 : 00-10 : 10 Iパスルームで体を洗う
10: 10-11 : 00 I計画された活動一室外
パス ・ルー ムで体を洗う
11:∞-11: 45 I昼食
11:45-12:∞ |芝生・木蔭か教室で静かな活動
一帰宅準備
12:∞ |散園
なお保育内容としての例をあげれば，粘土，はり絵，
俗画，お話， ドラマ，絵本，積木，音楽，リズム，科学
などで，室外では，運動具による遊び，砂湯や水遊び，
圏外保育などであり，小グループやグループ全体で行な
う。職員は，諸準備のため保育開始1時間前lζ集会し，
午後も記録や整理に従事する。
聯邦経済機会局長15>S. Shriverは.H. S.P.の針
薗者として2年の経過を回顧し，とるべき基本策6項を
示している。 (a)教育と幼児の比率を小さくする.(b)助手
を多くする.(c)個人的指導援助を強化し.t必暖かい食事
を提供し.(e)親の関心を向けさせ来校させる，ω貧困家
庭への社会的サーピスを強化する。
2. H.S.P.実施の成果
実施結果の161報告によると，第1学年生で.H. S. 
P.を経由した子と出席すべきで経由しなかった子を比
較すると，前者が学習上有能，好奇心iζ充ち，学級へも
よく適応すると。さらに言語テスト，描画テスト，精神
成熟テストの結果においても，有意差が認められた。 ζ
乙!とH.S.P.の教育効果が示される。またさきのD.K.
Osbornの報告はt 17)医学的診断と治療結果を明かに
している。すなわち眼疾9万8千人，骨と関節疾患児9
万人，虫歯90万人もあり、彼らに治療を施した。また小
学校で劣等生 (drop-out)になる怖れのある精神遥滞児
も. 7千4百人いた。またつぎの18> 調査は，そのよう
な状況を実証している。すなわち調査幼児89人中，正常
児は29人にすぎず，隊害児60.人が1仰の問題点をもって
いた。従来はそのまま入学していたわけである。
デルタ ・シグ7 ・ゼータ園の調査
1 言箆障害 36 
2 社会的遅滞 28 
3 社会 的不 適応 29 
4 精神的遅滞 (素質的) 3 
5 知覚的 ・神経的障害 8 
戸五
さらに19)D. K. Osbarnは，わずか3年の実施でH.
S.P.の全体的評価は， 阜すぎるとしながらも，その
成果として.5項をかかげている。すなわち (a)幼児教育
と施設への関心全体が新らたになり.Kindergartenや
Nursery sch∞lの培設や学齢低下の声となり，また
H.S.P.への4-3才児の多くの多加が要望されるに
至った。 (b)家族，地域社会，学校，専門家などが. H. 
S.P.を通し子どもの全面的発達へ協力し，またそれへ
の鎮の役割が重視され，両親教育が進み，さらに地域社
会によるサー ビスも強化された。 に}貧児への教師の意
識が変化し，小学校教育へも大きな影響を与えた。きめ
の乙まかい指導と H.S.P.との連続的指導の要を痛感
した。 ゆ幼児対教師の比の改善をみた。はじめ教締1人
対幼児15人であったが，個人指導上の必要から，助手2
人を加えた。今や，教師1人対幼児5人となった。 (e)教
師も親もともに最善を尽すようになり，親もH.S.P.
の推進協力者となり，現場も訪れている。
以上のように H.S. p.の成果は大きく， 教師や教育行
政家なども，高〈書平価しているし.そのよい修響は，幼
稚園や小学校へも及びつつある ζとが認められるのであ
る。
むすび
乙の HeadStart は.20> r貧困地域対策として企て
ーられたユニークな，きわめて周到に配慮された Progr-
amJであり.r幼児たちに教育の機会均等を保証した，
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貧困追放への地域社会のレ<<.)レによるーたとえ聯邦政府
の負担によるものにしても一大衆運動Jへと進んでき
たA もっとも今年でまだ実線第4年目を迎えたにすぎぬ
い短期保育を中心としているから，まだ人的・物的に
も不備な点が，決して少なくないであろラ。.
また現場指導者のうちにも，真剣でないものもいるら
しい。，さらKまたH.'S.P，自体を独占資本のー擁護手
段にすぎぬとの批判も，なくはないようである。 しかし
そう簡単にわりきる乙ともできないであろう。いずれに
してもそれは，' rアヅ リカがかつて企てた最も有効な精
神衛生プログラムの一手段である」とも称されている。
憂するにζの Projectの 進展とその成果とは， 成功途
上にある新らしい実験であり，広く世界の教菅社会の注
目を引きつつあるというζとができる。
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Summary 
:. Head Start Program (H. S. P. )， which started in the U. S. A.出 thesummer 1965， is the new policy of 
early childh叫 fordisa'dvantaged children of 4 and 5 y切符 old.(Many of them are Negroes.) 
( 1) The ineaning and intention ot the word， Head Start is explained first. And it is made clear that 
出isH. S. P. is'a 戸 rtof tlie link-policy of the Anti-poverty War to build "Great Society" and that白is
program was established by電'TheElemeiltary and Se∞ndary Education Act of 1965" financed by the federal 
funa and has :been tracticed' on the coniinunity' ievel. 
( 2 ) Here the request‘for equality of' opportunity for Early-Chi1dh∞d Education is concluded to be 
reasonable ffom the viewpoint of 'sit国 tionof Kindergarten， Nursery sch∞1 and Day-nurseries in America 
today， and a1so from the educational importanαof 2 y鎚 rsof pre-sch∞1 days. A-nd this is al鉛 theopinion 
of NEA and AASA. 
. The雪tudyof Dr. B. S.BI∞m， for example， gives the scientific basis of the necessity fof H. S. P. And 
Dr. E. Zigler suggests that from 3 y飽 r-childrenH. S. P. should be started. 
( 3 ) In this chapter the actual organization， the daily-schedule and many other practices of H. S. P. ， 
which included 1，5∞，氏ゆ chidrenat 3，似ね places，.are introduced. Next， the educational effect of H. S:.P. js 、
proved fr!叩 .theada仰 tion'to._an elementary， sch∞1 and daily. attitude of the children who received the 
!f.S. P. and also from the result of many kinds of test. Tllis H.S. P. has improved the戸rentedu伺 tionand 
they began to c()-(lperate in this prog_ralI¥_ and sch∞1. 
( 56 ) 
小)11:アメリカにおけるH.S.P.の成立と展開 -213-
As a conclusion， though there are many weak points with this program (for example， material and personal 
difficulties)， as a whole， itcan be said to be on the way to success. And the Recognition of this program 
wi1l be some help for the future education of the world. 
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